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１-１ 構成システム 

「日レセ」は、データの標準化を提
唱・推進することで、外部システ
ムとの連携をスムーズにし、レセ
コンデータの活用、医療事務の効
率化を実現しました。 

クラウド事業スタート      
Ray-ORCACloud 

ＯＲＣＡ 
電子カルテ「ＲＥＭＯＲＡ」は、「日
レセ」と完全互換を実現した医療
情報システムです。使い勝手の良
い操作性で効率的な診療をバッ
クアップします。 

「Ｃｌａｉｏ」は、診療現場で扱う
様々な画像管理機能に加え、充
実したインフォームドコンセント機
能を実装しています。 

★日医標準レセプトソフト ★診療所向け電子カルテ ★画像ファイリングシステム 



2-1 クラウド型レセプトコンピュータ：Ray-ORCACloud 

万が一の災害に備えて大切なデータを日夜お守りし 
ます。災害時はすぐに復旧が可能。 
※厚労省ガイドラインに準拠したデータセンターで厳重保管します。 

院内設置サーバ不要によりコスト削減実現。 
5年間で約20％削減！ 
※ORCA以外からの入替の場合は、5年後ハード更改でコスト削減。 

クラウド型レセコンの 

３つのポイント 

    管理作業を大幅削減 
日々のバックアップ作業もサーバ管理作業 
も不要。職員さんの手間が大幅省けます。 
 

    データを安心安全に保管 

    コスト削減とエコを両立 

「Ray-ORCA Cloud」は、厚生労働省のガイドライン
に準拠した医療データ対応型（RADクラウド）です。 
早稲田大学大学院中里研究室と協同研究により開
発しています。 

よ
く
あ
る 

ご
質
問 

【Ｑ】 院内サーバとクラウドサーバでは何が変わるの？ 
  （Ａ）院内からサーバが無くなるだけで、他は変わりません。 
  

【Ｑ】 事務員の負担は増えてしまわないの？ 
  （Ａ）診察終了後のバックアップ不要です。更新もオンラインで楽々です。 
  

【Ｑ】 通信速度で動作は遅くなるの？ 
  （Ａ）データセンターでは遅くなると思いがちですが、院内サーバ型と同等の速度でご利用いただけます。 
  

【Ｑ】 データが漏えいしてしまうことはないの？ 
  （Ａ）VPN接続で閉域網のため、外部からのアクセスはできません。 



ＶＰＮ接続 

データセンター （ガイドライン準拠） 
「主サーバ」＋「バックアップサーバ」 

 

管理作業削減 
院内空間スッキリ 
データ安全保管 

ルータ 

ルータ 

ORCAサーバ/無停電装置/バックアップハード 
プリンタ 

ORCA 
Windowsクライアント 

インターネット 
ＶＰＮ接続 

ＶＰＮ接続 
インターネット 

2-1 クラウド型レセプトコンピュータ：Ray-ORCACloud 

ラジエンスウェアサポートセンター 院内サーバ設置式 
（従来型） 

RADクラウド 
（クラウド型） 

プリンタ 
ORCA 

Windowsクライアント 

ラジエンスウェアサポートセンター 

●院内設置型の現状 
・サーバ等の管理が必要(空調管理等） 
・毎日バックアップ作業が必要 
・故障時に復旧まで時間がかかる 
 （作業員の移動時間と復旧作業） 
・災害時にデータ破壊の危険性大 
・定期的なサーバ入替とOS更新が必要 
・入替時のコストがクラウドタイプに 
 比べて約5割増 

●クラウド化する利点 
・サーバ等が不要になるので管理作業不要 
・レセコン周りの空間がスッキリ 
・常時、自動的にバックアップ（作業削減） 
・故障時に迅速復旧（リモート作業で完結） 
・災害時にデータは守られる 
 （火災、地震、破壊、盗難など） 
・データセンターのハードは、適時更新に 
 より安定度が高い 
・入替時のコストは約35％削減 
 （院内型導入と比較した場合） 
 

  ＜オプション＞ 
  ネットワーク障害時は簡単な切替だけで直ぐに作動します。 
  復旧後に差分をﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰｻｰﾊﾞと同期して元通りになります。 

※右図の端末構成は一つの事例です 

※右図の端末構成は一つの事例です 



●ドラッグ&ドロップや右クリック等のＷｉｎｄｏｗｓライクな操作性 

●美しく見易いインターフェース 

●各画面はDr毎に自由にレイアウト配置 

●様々なディスプレイサイズ、画面サイズに対応 

●素早いレスポンスでストレスレスな操作 

●画像取込(Ｃｌａｉｏ画像)で画像とカルテの融合を実現 

●家族歴、書類作成、実施予定、予約等の豊富な機能 

●オーダシール出力も可能により、紙カルテよりスムーズに移行 

オーダシール 

紙カルテ 

3-1 構成システムとその特徴 

診療所向け電子カルテ リモラ 

病院対応可能 
ＯＲＣＡとの高い親和性を保ちながら、 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ操作同様にマウス操作で記事・コスト入力 

※クラウド型レセプトコンピュータ「Ray-ORCACloud」との連携は 

今後検証予定です。 



電子カルテ『ＲＥＭＯＲＡ』 －カルテ記載文字－ 

●カルテ記載文字色の変更が可能 

カルテ記載文字色を変更可能。 

カルテ文字に色を付け、飾り文字に
することで、過去カルテを閲覧する
ときに、気になる箇所を見落とさな
い記載が可能。 

3-2 電子カルテREMORAの特徴 



電子カルテ『ＲＥＭＯＲＡ』 －ショートパス機能－ 

●ショートパス機能 

カルテ記載に必要な、所見、オ
ーダ、病名を一つにまとめたショ
ートパス（マスタ）。 

一度の操作で、所見、オーダ、
病名の記載が可能。 

 

！薬を入れると必ず病名が付く
ような運用に。 

3-3 電子カルテREMORAの特徴 



診察室、処置・検査室への指示伝達 

 
             
             
             
             
             
  

●指示箋印刷機能 

診察室で発行したオーダ情報は、指示箋として印刷
可能。 

指示せん・・・オーダを指定して発行 

処置せん・・・オーダの処置部分だけを記載して発行 

検査指示・・・オーダで検査部分だけを記載して発行 

３-４ システムの運用 



高速データベースと独自ミドルウェア 
画像データマネジメントシステム クライオ  

4-1 構成システムとその特徴 

を実装した医療用画像データマネジメントシステムです。 

比較表示・各種フラグ・病名などによる絞込みを瞬時に行い、

画像に各種情報・コメント等を添付して印刷することが可能で

す。視覚的に症状を説明することによって、理解・納得のでき

る、質の高い医療サービスを患者に提供し、病気への不安を

解消へと導くための強力な診療支援ツールとなります。 

液晶ペンタブレットを使用すれば、マウスやキーボード操作の

不得意なドクターも、今までの紙カルテ記入と同じ手書きイメ

ージで入力を行うことが可能になります。 



4-2 構成システムとその特徴 

検査報告書・サマリなどのレポートは、クリック操作だけで多彩なテンプレート上に画像を自由に貼り付けながら効率よく作成可能です 



4-3 構成システムとその特徴 

眼科 検査機器連携 

眼底・スリットetcと直接接続 

動画対応し、 

・スリット動画取り込み 

・手術動画取り込み 

他システムの連携実績豊富 

超音波・電子スコープ・眼振 

・ 静止画・動画撮影 

オージオメータ 

・ 結果取り込み  

他システムの連携実績豊富  

耳鼻咽喉科 検査機器連携 



5-1 その他展示ブースにて 

眼科 検査機器連携 ＜レセ楽ネット＞ 

 オンライン点検サービス、レセプトチェックソフト 

 レセ電データを活用することにより、レセコンメーカ問わずチェック 

 可能。 

 また、面倒なチューニング作業の必要がありません。 

＜MUCS-Care＞  

 地域医療介護ネットワークシステム 

 病院・クリニック・薬剤師・歯科・訪問看護・訪問介護それぞれ 

 情報共有し、在宅患者を中心に多くの関係者が参加して情報 

 を共有する仕組みです。 

＜MUCS-img＞  

 医療画像配信システム 

 医師が画像や情報を迅速に確認し、指示を出せる仕組みを構築 

 することで、質の高い医療サービスに貢献いたします。 



眼科 検査機器連携 

ご清聴 

誠にありがとうございました。 

ラジエンスウエア株式会社 


